小学校　第１学年
Ⅰ　「感謝の心」を育成する学習構想
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Ⅱ　実践例　　　　　　　
１　単元名　　　　　「ともだちいっぱいつくるんだ。みんなでいこう。がっこうめぐり。」　　
２　単元設定の理由
　　小学校に入学したばかりの児童は、新しい環境にまだ慣れず期待と緊張の中で生活している。これまでとは異なるたくさんの広い教室、学校で働く多くの人々、上級生の存在など、生活していくうえでの様々な不安感も大きい。

そこで、本単元では、具体的に、学校を友達や教師と一緒にめぐり、学校の様子や施設、そこに働く人々の様子を知るための活動を行い、「学校は楽しいところだな。みんなと一緒に活動したり学んだりできるな。生活科は楽しいことができそう。」などの意欲や見通しを持たせ、学校という環境に早く慣れ、安心して明るく学校生活を送っていこうとする意欲や態度を育てていきたい。
本時では、学校を知りたいという児童の思いに共感し、興味を持って学校めぐりに出かけられるようにする。教師に引率されて学校内を歩くなかで、児童の様々な気付きや発見を共感的に受け止め、教室に戻っての話し合いにつなげる。学校めぐりにあたっては、全教職員に協力を求め、関わりをもっていただくとともに、特に、給食室などの学校生活を支えている働く人々の存在に気付かせるようにしていく。
３　指導計画（総時数　３９時間）
	　（１）みんなで　いこう　　　　　　　　　３時間　（本時１・２／３）
　（２）じぶんでたんけん　　　　　　　　　６時間

　（３）いってみよう　やってみよう　　　　９時間

　（４）そとにいこうよ　　　　　　　　　　９時間

　（５）おおきくなったね　変わったね　　１２時間


	
	

	
	
	

	４　本時のねらい
　　学校内を歩き、学校の施設や自然、人に対して興味・関心を持つとともに、学校生活に対しての

不安や緊張感を取り除き、意欲を持って学校生活を送ろうとする態度を養う。
	
	

	○　学校の施設や人々等に関心を持ち、学校のきまりやマナーを守って、校舎内を歩くことが
できる。
	
	

	·   学校にはいろいろな施設や人々がいることがわかり、見つけたことを友だちに伝えることができる。
	
	

	
	
	


５　展開
	段
階
	　　学習活動・内容
	時間
形態
	○指導上の留意点   ※評価
	資料

	導
入

	１　これまでの学校生活の中で関わった人や教室を出し合い、学習課題を把握する。
	１５
分
一
斉

	○　入学式後、学校の中で自分が出会った人や
見たものなどを自由にあげさせ、学校めぐり
に対する意欲を引き出す。

○　知っている教室をあげさせ、その教室にど

んな人がいるのかを聞き、会ってみたいとい
う思いを持たせる。
	学校のマップ

	
	

	
	
	

	
展
開

	２　みんなで学校めぐりにでかける。
（1） 守るべききまりを話し合う。

○　周りに迷惑をかけない。
　・　廊下を走らない。右側をゆっくりと歩く。

　・　掲示物やおいてあるものにいたずらしないさわらない。

　○　あいさつをする。

・　教室に入るときは、「失礼します」という。　

　・　働いている人たちに元気のよいあいさつをする。

（2） 教師の引率のもと、校舎内や校庭の主な場所を全員で歩く。　　　
３　教室で見つけたことや気付いたことを話し合う。
・　上級生が一生懸命勉強していた。

・　おいしそうなにおいがした。
・　たくさんの勉強の道具がおいてあった。

・　動物がいた。　
・　給食を作っている場所があった。
· 　給食を作っている人は白い服やエプロンを着ていた。

・　大きな鍋を大きなへらでかきまぜていた。

・　材料がトラックで運ばれてきた。
	４５
分
一
斉
１５
分
一斉
	○　学校めぐりにあたって、守るべききまりとして、周りに迷惑をかけないこと、気持ちよく人に会うことの観点からきまりやあいさつについて確認する。このことは、今後の学習や学校生活のきまりにもつながるので、しっかりと確認しておく。

○　児童が行ってみたいと思う場所ばかりでなく、児童のまだ知らない興味を持ちそうな場所に連れて行き、学校に対する興味を広げるようにする。

○　事前に養護教諭、栄養士、調理員、事務職員などに活動する時間帯を伝えておき、自然に出会わせるようにする。

○　学校めぐりの中で、音やにおい働く人々の仕事の様子など児童の気付きをとりあげ、全員に広めるようにするとともに、友だちの気づきを自分でも確認するよう伝え学習の広がりを持たせる。
○　特に、給食室はにおいや音があり、生活を支える人々が働いていることを感じられる場所であるため、じっくりと見学させ学校生活への興味や期待感を高めるようにする。
○　児童の驚きや発見を丁寧に見取り、友だちの話を聞き取り認めあえるような雰囲気作りに努める。
　
	ワークシート

ふりかえリカード

	まとめ

	４　学校めぐりで見つけたことをカードにまとめ、本時の学習を振り返る。
	１５
分
個別
	○　たくさんの発見や気付きを称賛し、楽しいわくわくするようなことが学校生活には待っていることを確認する。
	


６　評価規準
　○　教師や友だちと一緒に学校をめぐり、学校の施設や働く人々に関心を持ち、関わろうとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）
　○　きまりやマナーを守り、学校の施設や遊具を活用して安全に楽しく遊びや生活することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・表現）

　○　学校の様々な施設やそこにいる人々などに気付くとともに、気持ちよく安全に生活するために、きまりやマナーがあることに気付いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（気付き）

７　資料等　
    ワークシート、ふりかえりカード
８　板書計画
	めあて                               

	
	がっこうには、どんなきょうしつがあって、どんなひとがせいかつしているかみつけてこよう。
	　　がっこうめぐりで　　　　みつけたこと

	
	
	まもること

	
　いってみたいな
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　あってみたいな
　　・　



１　題材名　　　　　　　「楽しい給食　いただきます」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（キ）食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
２　題材設定の理由
　　小学校に入学したばかりの児童は、家庭環境や保育歴等により発達段階にかなりの個人差が見られる。また、小学校に入学するまでの保護者による生活習慣調査によると、はしを使って食事ができるが７割、食事のあいさつができるが６割、食事の前に手を洗うことができるが４割、食事で心配なことでは、落ち着いて食べないや好き嫌いが多い、少食である、食べるときと食べないときの差があるを上げており、食生活に関する基本的な生活習慣においても個人差が大きいことがうかがえる。
　　本題材では、楽しみにしている給食に様々な人々が関わっていることがわかり、給食を作っている人たちがどのような思いで作っているかを理解することにより、いただきます・ごちそうさまの意味を知り、感謝して食べようとする実践的態度を育むことをねらいとしている。
　　指導に当たっては、学校給食への興味・関心を高めるよう、写真や挿絵を工夫するとともに、栄養士や調理員から直接話を聞くようにする。たくさんの人たちが関わり、学校給食を味も質も高めようと日々努力している姿から学校給食のよさや食に対する感謝の心を育てていきたい。
３　指導計画
	事前指導
	（１）生活習慣調査の実施により、食生活の実態を把握する。

（２）学校めぐりで給食室の場所や働く人々の様子を観察させておく。
	生活習慣調査

	本時
	（１）給食を作ってくれる人を知る。

（２）どのような気持ちで給食を作っているかを知り感想を発表する。

（３）給食で取り組みたいことをカードにまとめる。
	給食室の様子ＶＴＲ

	事後指導
	（１）がんばりカードを活用して自己評価させる。
（２）家庭からがんばりカードへメッセージを記入してもらい、実践意欲を高めるとともに、家庭における実践の継続を図る。
	がんばりカード

	他教科等との関連

	※「感謝の心」を育成する学習構想による。




	
	
	

	
	
	

	４　本時のねらい
　　学校給食は、食材を作ってくれる人、献立を考えてくれる人、調理をしてくれる人など多くの人々

が関わっていることを知り、感謝の心を持って食べようとする実践的な態度を育てる。     
	
	

	○　給食に関わっている人々がどのような気持ちで給食を作っているかがわかる。
	
	

	○　給食で取り組むことをまとめ、自分のめあてを持つことができる。
	
	

	
	
	


５　展開
	段
階
	　　学習活動・内容
	時間
形態
	○指導上の留意点   ※評価
	資料

	導
入

	１　生活科での学校めぐりから給食室の様子を想起する。

　　・場所　・服装
　　・働いている人数

　　・仕事の様子　

２　学習課題を把握する。

	５
分
一
斉

	○　学校めぐりから給食室の場所を確認させ、給食室の様子に関心を持たせる。

○　家庭用と給食の配食に使うへらを比較させ、仕事の大変さを予想させ、本時のめあてにつなげる。　
	食生活学習教材小学校低学年用「しょくせいかつをかんがえよう」

へら（家庭用・給食用）　　

	
	
	
	
	

	
展
開

	３　給食を作っている人から話を聞き思いや願いを知る。

　○栄養士　
　　　みんなの健康を思い食べ物の組み合わせを考えていること

→残さず食べて欲しい。い
ろいろなものを食べて欲しい。
　○調理員

　　　児童全員に給食を作るためにたくさんの量の食材を扱うことの大変さや安全においしく食べてもらえるよう衛生や味付けを工夫していること
→みんなの口に入るまで安全に食品を扱ってほしい。残さないで食べてくれるととてもうれしい。

○食品が届くまで

　
４　話を聞いて、感想を発表し、これから取り組むことを話し合う。

　○感想

　○いただきます・ごちそうさまの意味

　○がんばること
	１５
分
一
斉
　
１５

分
小
集
団

	○　はじめに調理の様子のＶＴＲを見せ、仕事の様子に興味を持たせる。
・たくさんの食材を扱っている場面

・入念な手洗いや温度を測っている場面

・たくさんの量を正確に配食している場面

・温かいものを出すため本校の給食は後からもう一度作っている場面
○　栄養士と調理員をゲストティーチャーに迎え
直接話を伺うことにより給食を作っている人達の思いや願いを実感させる。
（ゲストティチャーが直接来ることができない場合は手紙やＶＴＲを活用する。）
○　牛乳を例に、１つの食品を作るまで、多様な立場の人々が数多く係わっていることを確認させ、児童の健康な食事を支えていることを実感させる。

○　乳牛が他の牛と比較して寿命が短いことから、命のために命をいただくことに気づかせたい。　
○　児童の感想から「感謝」や「大切に食べる」「残さず食べる」などのキーワードをつなぎこれからの実践への意欲を高める。

○　「いただきます」は命のために生きものの命をいただくことへの感謝を、「ごちそうさま」は食事を作るために食べ物を育てたり、集めたり、料理をしたり働いていただいたことへの感謝を表していることを伝える。
	給食室のＶＴＲ
福島県牛乳協会発行「楽しい給食」


	
まとめ

	５　本時の学習を振り返り、自分のめあてを持つ。

	１０
分
個別

	○　給食の時間に取り組みたいことを「がんばりカード」にまとめさせ、実践化を図る。
	


６　評価規準
　○　食事のあいさつの意味を知り、食事に関心を持って感謝して食べようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）
　○　食事の仕方を振り返り、自分で取り組むことを考え判断している。　　　　　　（思考・判断）
　○　学校給食で取り組むことを実践することができる。　　　　　　　　　　　　　（技能・表現）　
　○　学校給食に関わる人々の思いや願い、いただきます・ごちそうさまの意味を知り、学校給食で取り組むことがわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）
７　資料等　
    学校給食で使う調理器具、ワークシート、給食室のVTR
８　板書計画
	めあて                               

	
	きゅうしょくをつくっているひとのきもちをしり、とりくむ

ことをまとめよう
	 　　　　　牛乳ができるまで　　　　　　

	
	
	     　　　　牛の絵　　　　　　　　　　　　　　　　

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   えいようしさん                            そだてる人  　　
　　　みんながげんきになるように　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

→　のこさずたべてほしい　　　　　　　　 えさをつくる人　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   ちょうりいんさん                          はこぶ人    　　

　　　おいしく、あんぜんに　　　　　　　　　　　　　　　　　
    →　のさずしっかりたべてほしい           こうじょうの人          
     　手をあらう、しろいふく、エプロン                                             　　　          　ぼうしをととのえる　　　　　　　　　　 びんやかみパックを
つくる人 



１　題材名　　　　　　　　いただきます　「主題２－（４）、３－（１）」　　
２　題材設定の理由
　　児童は、学校給食の活動が身に付き、友だちと楽しく食べたり、当番活動を協力して行なったりすることができるようになってきた。食事のあいさつについては、就学時の生活実態調査によるとあいさつができるが６割であったが、現在では全ての児童が当番の声に合わせていただきます・ごちそうさまのあいさつを元気よくしており、あいさつをすることで満足そうな表情も見える。さらに、学校給食が身に付いてきたこの時期に、改めて形式的ではなく本来の意味を理解して、あいさつをできるようにさせたい。
　　本題材では、絵本「いただきます」を用いて、自分の命のために食材の命をいただいていることや、様々な人々が関わって食材を提供してくれていることに改めて気づかせるとともに、感謝して食べようとする実践的態度を育んでいきたい。
３　指導計画
	事前
指導
	（１）生活習慣調査の実施により、食生活の実態を把握する。

（２）学校めぐりで給食室の場所やはたらく人々の様子を観察させておく
	生活習慣調査

	本時
	（１）好きな給食のメニューであるハンバーグを例にあげ原材料を確認する。
（２）絵本から食材の命を食べている自分に気づく。

（３）絵本から食卓に上がるまで多くの人々が関わっていることに気づく
（４）いただきます・ごちそうさまの意味を知り、感謝の心を持って食事を摂ろうとする意識を持つ。
	絵本

「いただきます」

	事後
指導
	（１）日々の給食であいさつの意味を意識させるとともに、家庭へ授業の内容を伝え、家庭でも家族であいさつを継続するよう促す。
	「ﾜｰｸｼｰﾄ」

	他教科等との関連

	※「感謝の心」を育成する学習構想による。



	
	
	

	
	
	

	４　本時のねらい
　　食事は、食材の命をいただく行為であること、たくさんの人々が関わって食事をすることでできる

ことがわかり、感謝の心をもっていただきます・ごちそうさまのあいさつをし、感謝して食べようと

する実践的な態度を育てる。     
	
	

	○　絵本から食材や食に関わる人々へ感謝の気持ちを持つことができる。
	
	

	○　感謝の心で食事のあいさつをしようという意欲を持つことができる。
	
	

	
	
	


 ５　展開
	段
階
	　　学習活動・内容
	時間
形態
	○指導上の留意点   ※評価
	資料

	導
入

	１　学校給食の好きなメニューをあげ、自分の食事について思い出す
	５
分
一
斉

	○　残滓がない学校給食のメニューを取り上げおいしく食べている自分の食事の様子を振り返らせる。
	給食の絵

	
	

	
	
	

	
展
開

	２　絵本「いただきます」から、食事のあいさつの意味を考える。

（1） ハンバーグの原材料を予想させる。

・牛肉

・つけあわせ

にんじん・じゃがいも

◎　皿の上に実際の原材料が載っていたら食べられるかな。

· 　牛やにんじん、じゃがいもは何を食べてるのかな。

· 　食べなかったらどうなるかな。

（２）「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつの意味をしる。
	３０
分
一
斉

	· 　給食の主菜の皿を拡大し、その原材料の絵を載せ、動物や植物を食べていることを実感させる。

· 食べられない理由として、「かわいそうだから」「そのままではおいしくない」など、児童の率直な発表を取り上げる。

· 特に「かわいそうだから」をとりあげ、人間ばかりでなく、牛やにんじん・じゃがいもも、命あるものは何かを食べて生きていることに気づかせる。

· 「そのままではおいしくない」をとりあげ、どうすることでおいしくなるかを考えさせ、たくさんの人々が関わっていることに気づかせる。

○　「いただきます」は人間のいのちをつなぐためにいきものの命をいただくことへの感謝を、「ごちそうさま」は食事を作るために食べ物を育てたり、集めたり、料理をしたり駆け回っていただいたことへの感謝を表していることを伝える。
	「いただきます」の絵本

主菜の皿の拡大図


	
まとめ

	３　自分の食事のあいさつを振り返り、あいさつをするときの気持ちについて考える。

	１０
分
個別

	○　給食の時間や家庭の食事であいさつするときの意味をしっかりと見つめさせる。


	ワークシート



６　準備・資料等　
    給食のハンバーグの写真（拡大図）、「いただきます」（解放出版社）
８　板書計画
	                               

	
	

	
	

	　






１　テーマ　　　「調理員さんといっしょに食べよう」
２　ねらい
　　

調理員さんとの会食を通して調理の工夫を知ることにより
給食に関わる人々に感謝して食べようとする実践的な態度を
育てる。


３　指導過程
	学習活動
	時間
	指導上の留意点

	１　今日の給食の献立を発表する。
２　調理員さんが今日の献立で工夫していることを知る。

３　給食を味わって食べる。
	１分
５分

	○　給食当番から発表させ本日の給食の献立に関心を持たせる。
○　食べやすい調理法や切り方、味付けの仕方の工夫を話していただき、残さず食べて元気に成長して欲しいという思いを伝えていただく。
○　じゅうねんをすり鉢ですりつぶす様子を実際に見せていただき、調理の工夫によっておいしく食べられるようになることを実感させる。

　（あらかじめ、準備の時間に教室内で、すりつぶしておく）
○　各班にわかれて、児童ととももに会食する。

　食べ方や工夫した点などについて教えていただきながら楽しく会食できるようにする。最後に御礼のあいさつをする。




４　資料等
	１　今日の給食の献立を発表します。

　　麦ごはん　さわらのじゅうねん焼き　菜の花のおひたし  　芋がら入りけんちん汁　オレンジ　牛乳です。

　　今日のお客様は、いつも私たちにおいしい給食を作ってくださっている調理員のＡさんとＢさんです。給食についていろいろ教えていただきましょう。

　それでは、よろしくお願いいたします。

２　みなさんこんにちは。調理員のＡです。Ｂです。

Ｂ：（じゅうねんをすりつぶしている）
Ａ：このまえの授業では、みなさんの授業に参加して、みなさんが先生のお話を良くきいて、一生懸命お勉強をしている姿をみることができました。
とても立派でしたね。今日は、みんなと一緒に給食を食べることができるととても楽しみにしていました。
今日の給食は、特に「さわらのじゅうねん焼き」がおいしいと思います。じゅうねんは、この小さな粒々のことです。このすり鉢ですりつぶして味付けをすると、とってもおいしくなります。それをお魚にからめて焼いた料理がさわらのじゅうねん焼きです。

私たちは、給食を作る時、いろいろな工夫をして作っています。例えば、野菜は、食べやすいようにできるだけ細かく切ったり、味付けもちょうどよい味になるように調節しながら作っています。

私たち調理員が一生懸命作った給食を、みんなが残さず食べてくれることが一番うれしいことです。そして、みんなが元気に運動したり、勉強したりして、大きく成長していくのを見るのがとても楽しみです。

３　Ａさん、Ｂさんありがとうございました。

それでは、ＡさんとＢさんを案内してください。～代表児童が席に案内する～


Ⅲ　○成果と◎さらなる充実のために
１　授業等から
  ○　子どもの興味・関心のある給食室を中心に学校めぐりを実施したことにより、給食室で働く人など、自分の生活を支えている人々の存在に気付き、みんなに見守られて楽しい生活ができることの安心感や学校生活への期待が高まるとともに、その後の学習の広がりにつながった。
　○　生活科の学校めぐりと学級活動での給食に関わる人々とのふれあいを関連づけて実施したことにより、自分の生活を見つめ、関わってくれる人への感謝の気持ちを高めることができた。  
◎　家庭での実践につなげるため、おたより等で家庭へ働きかけるなど、継続的な取り組みをしていく。
　◎  招待給食を計画的に実施し自分の生活を支えている人々の存在を意識させ、感謝の心を育てるようにする。

　◎　学校給食調理場がない学校の場合は、配膳室を見学したり、運搬車の運転手さんに出会わせたりして自分たちが食べている給食に関心を持たせるようにするとよい。また、道徳の時間などを活用して各教育活動の関連を図ることにより、効果的に感謝の心を育てていく。（ホームページに道徳の実践例を掲載）
２　その後の児童の様子から
  ○  給食の時間には、いただきます・ごちそうさまのあいさつを元気よくする子どもの姿が継続している。「おいしいね。」「残さないようにしよう。」など児童なりに給食をがんばって食べようとする姿が見られている。    
　◎  給食ばかりでなく、学校生活の様々な場面において自分を支えている人の存在に気付くような働きかけを行い、感謝の気持ちを持って生活することを定着させていきたい。
給食








地場産物の活用（年間）旬の野菜


交流給食（調理員）　　５月


・給食指導「調理員さんと楽しく食べよう」　　　　　　＜事例３＞








授業





生活科「みんなでいこう」　  ４月＜事例１＞


「まいたけのきんをうえよう」５月


「あきをたのしく」　　    １０月　


学級活動「楽しい給食」      ４月＜事例２＞


道徳　「いただきます」　　　２月





家庭





授業のﾜｰｸｼｰﾄを活用した望ましい食生活の実践


　・食事のあいさつをしましょう　　　　年間


給食だより「いただきますごちそうさま」２月


総合発表会　　　　　　　　　　　　　１１月











　　　　　　











地域








食育講演会「食事の大切さ」


人材の活用（地域生産者・食生活改善推進員


調理員・栄養士）








事例１　　　　　　生　活　科





がっこうには、どんなきょうしつがあって、どんなひとがせいかつしているかみつけてこよう





※　学校には様々な施設や人々がいることがわかり、見つけたことを友だちに伝えることができる。(発表）





※　学校の施設や人々等に関心を持ち、きまりやマナーを守って、校舎内を歩くことができたか｡　　（行動の観察）





きゅうしょくで


とりくむこと


・ありがとうのきもちでいただきますごちそうさまをいう


・たべものをたいせつにのこさずたべる


・あんぜんのため、手をきれいにあらう


　みじたくをせいけつにする


・じょうずにわけるようにする








※　給食で取り組むことをまとめることができたか。　　（発表、ワークシート）








きゅうしょくをつくっているひとのきもちをしり、とりくむことをまとめよう。





※　給食に関わっている人々の思いがわかったか。（発表）





事例２　　　　　　学　級　活　動











事例３　　　　　　道　徳








　　学校のマップ





事例４　　　　　　給　食　の　時　間








給食のハンバーグの絵





























いただきます


　　　ごそうさま








ハンバーグの原材料の絵





かわいそう





おいしくたべられない





　心を込めて


　「いただきます


　　ごちそうさま」





※　感謝の心で食事のあいさつをしようという意欲を持つことができたか。　　　　　　　（発表、ワークシート）





※　絵本から食材や食に関わる人々へ感謝の気持ちを持つことができたか。


（発表）





いただきます


ごちそうさま





じゅうねん（えごま）を、すりばちですりつぶすと、とってもおいしくなるんだよ！





麦ごはん　さわらのじゅうねんみそ焼き


菜の花のおかかあえ　


芋がら入りけんちん汁　果物　牛乳









